
長期成長ビジョン（目指す姿・ビジネスモデル）

【経営理念】

次の100年、世界の人々から愛される企業グループになろう

CSR経営/最高の品質/新商品開発 → 100年経営/利益創出

【中期経営計画 ～2025年に目指すべき姿～】

1）ES …賃金上昇・エンゲージメント向上

2）CS …CO2 30％削減（工場内排出量）

3）DX …スマートファクトリー更なる強化

4）製品…地産地消 国内還流

新たな価値の創造（冷媒ユニット）（P7参照）

5）社会…国内製造力の強化、地産地消

【長期経営計画 ～ 2030年に目指す姿～】

1）ES …ハイブリッド型制度導入

2）CS …CO2 50％削減（工場内排出量）

3）DX …弊社独自基準でレベル４による品質向上(P5参照)

4）製品…創造した価値（冷媒ユニット）の更なる展開

5）社会…海外販路の拡大

1.長期成長ビジョン

海外優先投資等を中心とした現体制の見直しを行い、当社の強みを生かした上でスマートファクトリー化、国内

回帰等による長期的な国内製造力の強化を図り、長期成長ビジョンを実現させる。

内発的動機

⚫ 当社の投資状況 …海外優先、国内停滞

⚫ 業界依存 …空調製品へ高い依存

⚫ 取引先依存 …1社偏重

⚫ ES …新規採用および人材定着への苦戦

→ハイブリッド型制度の検討へ

⚫ DXへの課題 …部分的な取組みを全体の流れに

外発的動機

⚫ 円安 …輸入コスト増

⚫ 海外部品調達難 …部品の海外依存度高

⚫ 製造原価高騰 …金属価格

⚫ 労働力 …生産年齢人口減少

⚫ 競争激化 …海外企業との製造競争

⚫ BCP …自然災害の脅威（南海トラフなど）

会社全体の売上成長目標（基準年～2030年度）
• 売上高成長率21.3％
• 売上高増加額80億円
会社全体の賃上げ目標
• 2.69%（直近事業年度～基準年度）
• 5.50%（基準年度～事業化報告3年目）
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1.長期成長ビジョン

当社の紹介は、空調・冷凍機に使用される機能部品等の設計・製造・販売を行っている。配管加工品・バルブ・

圧力容器の製造およびそれらの接合・封止技術は当社の優位性がある技術である。

千代田空調機器 株式会社 1939年4月創業

【本社】

りんくう （本社登記：大阪府堺市中区東山461番地）

【事業内容】

空調・冷凍機の機能部品の設計・製造・販売

【製品】

独自の接合・封止技術を活用

3つの製品：圧力容器・配管アッセンブリ・バルブ

【製造拠点】

国内 …りんくう工場、堺工場、愛東工場（滋賀県）

海外 …大連、蘇州、アユタヤ

配管加工品 バルブ 圧力容器

接合・封止技術を
活用して一体製品へ

冷媒配管ASSY

【当社製品紹介】

千代田空調機器株式会社



1.長期成長ビジョン

従業員の活性化とともに、CSRおよびSDGsの推進、品質向上の取り組み、スマートファクトリーに向けたDXの推

進活動を通じて、長期成長ビジョンの実現を図っている。
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1.長期成長ビジョン

従来外生産していた配管加工品の国内生産化および南海トラフ地震等に対するBCP対策の観点から、滋賀

新工場を立ち上げる。

震災対策等に対するBCP対策
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従来ベテラン従業員が実施していた生産工程上の調整作業をスマートファクトリーによる無人化を図るとともに、

生産の国内回帰を図るため、滋賀新工場を立ち上げる。

2.補助事業の概要

• 海外調達リスク回避による生産の国内回帰
• DX化スマートファクトリー全体最適

目標値

項目
2026年3月期
（基準年度）

2029年3月期
（基準年度＋３年後）

労働生産性
（単位：万円/人）

699万円/人 1,653万円/人
（年平均上昇率 ＋33.2％）

従業員1人あたり給与支給総額

（単位：万円/人）
440万円/人

516万円/人
（年平均上昇率 ＋5.5％）

役員１人あたり給与支給総額

（単位：万円/人）
- -

（年平均上昇率 ＋5.0％）

補助事業に係る従業員数

（単位：人）
240人 280人

補助事業の
背景・目的

事業費
（補助額）

15億円
（4.6億円）

1. 配管切断加工機×9台（図１参照）
2. 配管端末加工機類×29台（図２参照）
3. 配管曲げベンダー×12台（図３参照）
4. 自動化用ロボット×7台（図４参照）
5. 配管洗浄装置×1台
6. トラバーサー×１台
7. その他加工機類×17台
①現保有設備対比生産能力が約1.5倍
→モーターなどの駆動部の性能が大幅UP

②マテハン/ロボット導入により効率化
８．生産管理システム（DX化スマートファクトリー全体最適化）
①工程情報を集約し 需要計画、生産計画、部品の発注、
現場での作業指示・進捗管理から原価管理といった一連の
業務フローを統合的に管理し現場の正確なデータを一本化
することで業務効率化や生産性向上に寄与

設備投資の
内容

図１ 図２

図３ 図４

※導入数量は予定
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